
様式第４号（第４条関係） 

 

  出張報告書   
幹 事 長 印 経 理 責 任 者 印 

  

平成 29 年 10 月 16 日 

 幹事長 

      阪口 均 殿 

                                             出張者氏名 阪口 均    印 

   坂上 昌史  印 

 

              下記のとおり報告します。 

 

 １．出 張 先  地方議員研究会（TKP 東京駅八重洲カンファレンスセンター） 

  ２．出張日時  平成 29 年 7 月 27 日（木曜日）   

  ３．出張用務 

    地方議員研究会 議員セミナーに出席 

 

  ４．旅費等 

[1] セミナー参加費 （15,000 円×2 講座）      30,000 円                

[2] 旅費                      32,914 円 

   JR 熊取駅 ～ 関西空港駅     

往復乗車券 460 円×2 回 = 920 円 

       関西空港 ～ 羽田空港       

往復航空券 15,360 円×2 回 ＝ 30,720 円 

   羽田空港第 2 ビル駅 ～ 東京駅（東京モノレール・JR 山手線経由）     

往復乗車券    637 円×2 回 = 1,274 円 

 

[3] その他（日当１日分）               3,000 円 

                                       総計 65,914 円  （2 人分：131,828 円） 

５．報    告 

   下記の地方議員研究会セミナーを受講した。  

予算、決算の質問のポイント １ について 

予算、決算の質問のポイント ２ について 

 

(詳細な講義内容は次頁に示す) 

 

 

 

 



５．報  告  書 

平成 29年７月 27日（木）東京 

講師：程岡 俊和（公益財団法人寝屋川市保健福祉公社） 

テーマ：「予算、決算の質問のポイント １」 

    「予算、決算の質問のポイント ２」 

【セミナーの概要】 

元大阪府寝屋川市の職員であった講師の程岡氏が自分の経験をもとに、「議員としてはこ

うあるべき」「議員は理事者に対してこのような質問をすべき」等の講義を午前と午後の二

部に分けて行った。参賀者は全国の地方議員を中心に 120名ほどあって、この手のセミナー

としては非常に参加者の多いものであった。 

  

午前の講義については「議員が知っておくべき行政の話として」①議員になったらまず現

状把握をする事。そのためには各自治体の「決算カード」を利用する、この資料は自分の自

治体の健康状態を把握するのに有効な資料である。②当然のこととして首長の選挙公約に沿

った事業については予算化されやすい。（議員はそれをうまく利用する。）③基本的に職員は

新しいことをやりたくない。（議員はいかにそれを動かすことができるか？）④予算編成の

タイミングやスケジュールを十分に把握し職員と接触する。⑤予算の執行状況を途中の一般

質問等でチェックしたほうがいい。等々のことを説いた内容であった。午後の講義は①予算

化するためには行政職員とのコミュニケーションの大切さ②地方債、交付税措置や臨時財政

対策債等よく出てくる用語の意味やそれらの役割についての説明が主なものであった。 

 

＜感想 阪口＞元職員だけあって理事者側から見た、議員の見え方（よく予算・決算など

について勉強している議員だな、あるいはその逆だな、等）について素直な意見を聞かせて

いただいた。我々議員は当然のこととして住民の思いを町の方針に乗せて、予算をつけて、

執行するという役割を担っている。そのことを実行するために町側のスケジュールや裏事情

も知ったうえで取り組んでいきたいと思った。 

 ＜感想 坂上＞ 予算、決算委員会の時の理事者側の、考えていることや、聞かれると難

しい項目等を職員目線の思いを聞かせて頂けた。また、用語の説明なども分かっているもの

も含めて改めて聞くと理解が深まるものも多くあった。これからも勉強を怠ることなく、住

民の意見を反映させ且つ適正に執行されるよう取り組んでいかなければならないと思いを

新たにした。 

 




